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会 議 名 令和 4 年度 第 2 回 新潟市区自治協議会会長会議 
開催日時 令和4年12月 1日（木）午後4時～午後5時30分 

会   場 新潟市万代市民会館 ３階 研修室307 及び308 

出席委員 
神田会長（北区）、後藤会長（東区）、小林会長（江南区）、髙橋会長（南区）、 

大谷会長（西区）、長井会長（西蒲区）、佐藤会長（中央区） 

主  な 

議事内容 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議題 

（１） 自治協委員アンケートの結果について（速報） 

○ 市民協働課より、今年度 9 月に実施した自治協委員アンケートの結果について

報告がありました。 

 

【集計結果】 

・回答数・回収率 

令和４年11月 30日時点での回答数は188名、回収率は74.6％ 

   ・回答結果 

活動や運営における課題（回答数の多かった上位5つを抜粋） 

１．自治協議会の認知度向上 

２．幅広い年代の委員の確保 

３．住民の意見・ニーズの把握方法 

４．地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術 

５．委員としてのスキルアップ 

課題解決に向けて必要な改善・取り組みの方向性 

（回答数の多かった上位3つを抜粋） 

１．地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み 

２．広報・発信力強化に向けた取り組み 

３．全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み 

 

（２） アンケート結果を踏まえた今後の取り組みについて 

○市民協働課より今後の取り組みについて提案・説明がありました。 

 

・アンケート結果のうち、回答数の多かった「自治協議会の認知度向上」と、

「住民の意見・ニーズの把握方法」への取り組みとして、「区民アンケートの

実施」の提案がありました。 
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・「幅広い年代の委員の確保」や、「委員としてのスキルアップ」については、

次年度の委員研修の内容の見直しや、第１０期改選に向けた検討として、市

民協働課で引き続き検討することになりました。 

 

○上記の内容について、意見交換を行いました。 

 

【主な意見】 

‐区民アンケートの実施については、アンケートをすることが目的にならな

いよう十分に意見交換を行う必要がある。 

‐行政からの報告だけでなく、地域課題を討議することで地域の人の関心も

高まり、自治協議会の認知度を向上させられるのではないか。 

‐委員のスキルを向上させるには、初任者研修で自治協議会委員の役割を理

解させる必要がある。 

‐諮問機関として活発な討議を行うには現在委員数が多いため、委員数の上

限に関する条例を見直すべきである。 

‐部会は2年間で成果を上げるよう取り組んでいるが、より長い時間をかけ大

きな問題に取り組めれば委員の意識も変わるのではないか。 

     

（３） 令和4年度委員研修会及び第8期振り返り資料の方向性について 

○今年度の委員研修会と第 8 期振り返り資料の全体構成について市民協働課より

提案があり、以下のことが決まりました。 

 

   【今年度の委員研修会】 

・自治協委員アンケートの結果を踏まえ、各区で課題解決に向け検討する。 

＜検討項目＞ 

 ア：区民アンケートについて ※市民協働課提案項目（必須項目）  

イ：区民ニーズの把握方法について（区民アンケート以外） 

ウ：自治協議会の認知度向上について  

エ：委員研修に盛り込むことが望ましい内容について 

オ：その他（他に特に検討したいものがあれば） 

・令和 4 年 12 月～令和 5 年 2 月の間で、各部会において必須項目含め２項

目担当し、意見交換を行う。 

 

【第8期振り返り資料の構成】 

各区の活動報告などの全体構成については例年同様とし、追加部分として、

上記の課題解決に向けた検討項目に関する意見交換の結果を掲載する。 

記載の体裁等の詳細については、今後市民協働課において調整。 

 

４ 閉会 


